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豚人工授精用液状精液の利用技術の確立 

 

 菅沼京子、笹木 俊、剱持麻衣、佐田竜一 1)、赤間京子 2)、野口宗彦 3)  

1)現 農業大学校、2)現 農政部畜産振興課、3)現 芳賀農業振興事務所 

 

要 約 

 県内養豚農家に人工授精の取組等についてアンケート形式による実態調査を行っ

たところ、人工授精は 78%で取り組んでおり、技術面とコスト面で課題があると

し、液状精液の保存は 80%が中温保存していた。また、液状精液の保存延長のニー

ズが高いことが明らかとなった。 

 液状精液保存の検討では、18℃と比較して 15℃保存が液状精液の人工授精可能な

精子活性の状態が 2 日間長かった。 

 抗生物質及びカフェインを添加した液状精液を 15℃で 5 日間保存後人工授精に用

いた結果 67%(3 頭中 2 頭)が受胎したが、無添加の液状精液を用いた結果では 25%(4

頭中 1 頭)の受胎であった。受胎した豚の産子成績は同等であったことから、5 日間

中温保存する場合、抗生物質及びカフェイン添加は有効であると考えられた。 

 試験結果等をとりまとめ、豚人工授精技術マニュアルを作成し、豚人工授精技術

研修会の受講者に配布した。 

 

目 的 

近年、養豚経営の規模拡大が進む一方で、配合飼料価

格の高止まりから経営状態は厳しさを増しており、雄豚

の飼養頭数の減頭等による低コスト生産や防疫意識の

高まりとともに、効率的な人工授精技術の普及推進が求

められている。この技術を普及推進していくためには、

各養豚場のニーズにあった液状精液の利用について検

討することが必要であるため、液状精液を活用する現状

の人工授精技術を基本に普及推進に必要な効率的利用

技術の確立を目的とした。また、効率的な利用技術につ

いてのマニュアルを作成し豚人工授精技術研修会(当セ

ンターで毎年開催している研修会)での活用を図る。 

 

Ⅰ.「県内養豚農家の人工授精の取り組み状況調査」

の材料及び方法 

1. 実態調査の方法 

 対象農家は県内養豚関係団体に所属する養豚農家 102

戸とし、調査期間は平成 25(2013)年 4～12月に、各養

豚関係団体を通じてアンケート方式により実施した。

回収は FAX、郵送及び現地調査での聞き取りとした。 

2．調査項目 

①経営形態・飼養頭数、②飼養種雄豚品種、③人工授

精の実施状況、④自然交配のみの理由・人工授精の取組

希望・人工授精導入に必要なこと、⑤人工授精利用の理

由・導入の際の課題・精液の入手法、⑥精液購入先、⑦

凍結精液、その他の必要事項等とした。 

 

結果及び考察 

調査は県内養豚農家 102 戸に依頼し 36 戸から回収し

た(回収率 35.3%)。より詳しい状況を調査するため、実

際に聞き取り調査を 9農家で行った。①経営形態は一貫

経営が 90.9%、繁殖経営が 9.1%であり、母豚規模では 5

～100頭 27.3%、100～200頭 38.6%、230～850頭 25.0%、

1180～4500頭 9.1%であった（図 1）。②種雄豚はデュロ

ック種(以下 D 種)45.6%、大ヨークシャー種(以下 W

種)14.7%、ランドレース種(以下 L種)10.3%、ハイブリッ

ド種 10.3%の割合で飼養していた（図 2）。③人工授精の

実施状況は、78%と高い割合にあるが、自然交配との併用

がその内の 54.5%を占めており、人工授精は自然交配を

補完している傾向が強いことが考えられた（図 3）。特に

母豚の飼養規模 1，000 頭以上でも自然交配との併用を

行っている割合が 25%を占めていた（図 4）。④自然交配

を行う理由として、自然交配が約 50%、人工授精の設備

不足16.7%、人工授精では受胎率低下・産子数少ない8.3%、

技術の習得が困難 8.3%という回答であった。⑤自然交配

のみ利用農家でも約 70%が人工授精に対して取り組む意

欲または興味があり、人工授精技術のニーズは高いと考

えられた（図 5）。すでに人工授精を取り入れている農家

では受胎率向上を導入理由の第 1位にしており、取組方

法により自然交配と同等の成績が得られるものと考え

られた(表 1)。取り組む上での主な課題は、クラスター

分析の樹形図からも技術面とコスト面に大きく分かれ

た（図 6）。技術では注入及び精液採取技術が同等の割合

で課題となっており、コストでは希釈液、薬品、専用の
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消耗品類及び施設設備が占めていた。これは、人工授精

に取り組むためには設備投資等の初期投資額が大きい

が、雄豚の飼養頭数が減る等の経費減もあり、各農場に

よる経営的な検証も必要であると考えられた。また、人

工授精を利用しやすくするために求められていること

は、液状精液の改良が 50%と最も高い割合となっており

（図 7）、保存日数延長のニーズが高かった（図 8、9）。

その必要な保存日数では7～10日42.9%、5～7日28.6%、

10日以上 23.8%、3～5日 4.8%となっていた（図 10）。保

存温度では、中温での利用が 80%を占めていた。特に規

模が大きいほど中温保存の割合が多く、1000頭以上規模

では 100%であった（図 11、12）。⑥精液の入手方法は外

部からの購入が 34%、自家採取 45%、外部購入と自家採

取の組み合わせが 18%であった。⑦凍結精液の利用につ

いては、「関心はあるが予定は無い」56%、「取り組む予定」

22%、「可能性はある」22%であった。これらのアンケート

結果を参考として、今回の試験では液状精液の保存温度、

精子生存指数、保存日数を中心に検討するとともに、自

家採取及び注入の技術に関する課題解決のためには県

内養豚農家を対象とした豚人工授精技術研修会を開催

し、豚人工授精の県内の利用拡大推進を図ることとした。 

 

図 1 経営形態 

 

図 2 飼養する種雄豚の品種の割合 

 
図 3 人工授精の取り組み状況 

 

図 4 母豚の飼養規模別取り組み状況 

 

図 5 自然交配利用農家の人工授精の取り組み予定 

表 1 母豚の規模別人工授精利用の理由 

 

項目 ５～１００頭 １１０～２００頭 ２３０～８５０頭 １１８０～４５００頭

衛生対策 5.1% 4.3% 10.5% 20.0%

育種改良 2.6% 4.3% 5.3% 5.0%

優良種雄豚活用 7.7% 6.5% 10.5% 10.0%

性状確認 10.3% 10.9% 10.5% 10.0%

受胎率向上 20.5% 23.9% 15.8% 20.0%

種付け作業効率化 17.9% 17.4% 15.8% 10.0%

種雄豚削減 20.5% 19.6% 15.8% 10.0%

コスト削減 15.4% 6.5% 13.2% 10.0%

その他 0.0% 6.5% 2.6% 5.0%
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図 6 人工授精導入課題の樹形図 

 
図 7 利用しやすくするために必要なこと 

 

図 8 液状精液に必要な改良 

 

図 9 液状精液を利用しやすくするために必要な項目

の樹形図 

 

 

 

 

 

図 10 液状精液の保存可能な日数の希望 

 
図 11 液状精液の保管方法の割合 

 

図 12 母豚の規模別の液状精液の保管方法 

 

Ⅱ.「液状精液の希釈・保存方法の方法等の検討」の

材料及び方法 

1. 供試豚および試験区分 

①供試豚は当センターで飼養する種雄豚 6頭(W種 4

頭、L種 2頭)の精液を用い、希釈液は市販の希釈液(粉

体を溶解する中温域タイプのもの)に一般的な抗生物質

を添加したものとした。希釈した後保存温度を15℃及

び18℃の恒温器に保存し精子の生存率を採取当日から
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11日目まで 1日おきに調査した。上記のアンケート結

果で県内養豚農家の 80%が中温保存としていたが、中温

保存でも何度に設定すれば良いかを検討するために 2

温度帯で調査した。併せて、保存日数においても 5～10

日までの要望が 71.5%であったため、11日目まで調査

した。②また、当センターで飼養する種雄豚 9頭(D種

1頭、W種 3頭、L種 5頭)の精液を用い、希釈する際に

0.01ｍMカフェイン（以下 Caf区）及び 0.05ｍMブチ

ルヒドロキシトルエン（以下 BHT区）を添加し、15℃

保存においての精子の生存率を採取当日から 9日目ま

で 1日おきに調査した。無添加のものを対照区とし

た。カフェイン添加技術は増本ら（2014）が精子の生

存率が高まるとしており、ブチルヒドロキシトルエン

添加技術は須永ら（2005）が精子活力が高まるとして

おり参考とした。ブチルヒドロキシトルエンは長期保

存が望まれる食品の酸化防止剤として広く使用されて

いる食品添加物・保存料である。 

2．調査方法及び調査項目 

供試精液は供試豚から手圧法により全量採取し、

量、ｐH、精子密度及び精子活性を測定する。精子数

0.8億/㎖となるよう希釈し 50㎖でボトリング後保存し

た。経時的な精子生存指数調査は、ボトルごと恒温槽

に入れ37℃に加温した後、測定した。精子生存指数は

精子活力と精子生存率を指数化したものとした。 

 

結果及び考察 

1．①の試験は保存温度を15℃、18℃で検討した結果、

15℃では全頭が 5日目まで人工授精利用可能と判断で

きる精子生存指数(70以上)であった（図 13）。7日目以

降の精子生存率は高かったが、運動性が低下したため

70を下回った。18℃では、3日目までは 70を維持でき

たが、5日目以降は低下した。このことから、18℃より

も15℃が保存に適していると判断できるがそれでも 5

日目までであると考えられた。このことから、5日目ま

での保存は可能だが、農家の要望が高かった 7～10日

の保存は中温保存では難しいと考えられた。 

 

図 13 15℃保存における液状精液の精子生存指数 

 
図 14 18℃保存における液状精液の精子生存指数 

 

2．①の試験により、保存温度は15℃として②の試験を

検討した結果、Caf区では 5日目まで精子生存指数 70

以上を維持した個体は 9頭中 2頭であった(図 15、豚番

号 D297、W140)。個体差もあるが L種（図 16、豚番号

L103）では低下した。BHT区では 5日目まで 70を維持

した個体は 9頭中 4頭であった。対照区でも同様に 9

頭中 4頭であり BHT添加による影響はないと考えられ

た。保存期間 9日目でも 70以上を維持した個体が 9頭

中 2頭(豚番号 L106、L109)いたが、いずれも BHT区及

び対照区であった。このことから各添加剤に反応する

個体を確認することが必要であり、個体に適応した添

加剤を用いることで精子生存指数を高め、かつ保存日

数の延長が図れるのではないかと考えられた。 

 

図 15 個体ごとの精子生存指数 

(上段：D種、中・下段：W種) 
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図 16 個体ごとの精子生存指数 

(上・中・下段：L種) 

 

Ⅱ.「効率的な利用技術の検討及びマニュアル作成」

の材料及び方法 

1．供試豚および試験区分 

①上記のⅠの試験結果から、添加するカフェインを

より少量の 1.15ｍM（0.223mg/L、カフェイン分子量

194.19）とし、効率的に添加剤を利用するため、種雄

豚 4頭(D種 2頭、W種 1頭、L種 1頭)の精液を用い、

上記の試験同様、希釈後保存温度を15℃の恒温器に保

存し、精子の生存率を採取当日から 7日目まで 1日お

きに調査した。 

②上記のⅠの試験結果から、保存した液状精液を用

いて、産子成績について調査した。精液は当センター

で飼養する種雄豚 1頭(D種 1頭)の精液を用い、上記と

同様に希釈後保存温度を15℃の恒温器に保存した。希

釈する際にカフェイン 80ｍg/Lを添加（Caf区）及び無

添加のものを対照区とした。5日目の液状精液を用いて

人工授精を行った。離乳 5日目で発情確認した母豚に 1

日 1回、2日間浅部カテーテルで注入し、受胎率と産子

成績を調査した。 

2．調査方法及び調査項目 

供試精液は種雄豚から全量採取し、量、ｐH、精子密

度及び精子活性を測定した。精子数 0.8億/㎖に設定し

希釈後 50㎖でボトリングし保存した。経時的な精子生

存指数調査は、上記試験と同様とした。産子成績は、

子豚の産子数、生時体重及び離乳時体重等とした。 

 

結果及び考察 

1．①では保存温度を15℃として検討した結果、種雄豚

ごとの精液採取量、精子数及びｐHは表 3のとおりであ

り、5日目まで人工授精に使用可能と判断できる精子生

存指数(70以上)を維持した種雄豚は、4頭中 3頭であ

り、内 Caf区は 1頭であった。カフェインをより少量

添加することで 5日目の精子生存指数が対照区よりも

高かった個体（豚番号 D100）があり、少量でも添加が

有効であったが、有意差は認められなかった

（P>0.05）（表 3、4）。 

2．②ではカフェイン添加に有効な個体である種雄豚 D

種（豚番号 D100）の液状精液を用いて人工授精を行っ

た結果、対照区の受胎率は 25%(1頭/4頭)、Caf区は

66.7%(2頭/3頭)であった。受胎した母豚の産子成績

は、対照区と Caf区で同等であると思われた(表 5)。液

状精液は保存 5日目のものを用いたが、精子生存指数

は対照区で Caf区を下回っていた（図 17）。このように

カフェイン添加が有効な個体の識別が可能であれば受

胎成績の向上が図れると考えられた。 

 

表 3 種雄豚ごとの採取時の量、精子数及びｐHの変化 

 

表 4 種雄豚ごとの精子生存指数の推移 

 
 

表 5 産子成績 

 

 

 
図 17 D種の精子生存指数の推移 
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対照区 Caf区 対照区 Caf区 対照区 Caf区 対照区 Caf区

W97 235 6.45 6.93 7.19 7.15 7.17 7.32 7.19 7.18 6.72 6.78
L98 225 1.74 7.16 7.13 7.22 7.04 7.09 6.94 6.96 6.48 6.48
D99 135 6.26 6.78 6.97 7.02 6.66 6.7 6.78 7.02 6.51 6.58
D100 360 2.16 6.95 7.02 7.05 6.83 6.83 6.55 6.59 5.92 5.91

pH

採取
直後

豚no
精液採
取量㎖

精子数
億/㎖

0日目 3日目 5日目 7日目

対照区 Caf区 対照区 Caf区 対照区 Caf区 対照区 Caf区

W97 90 80 80 85 60 75 30 65 30
L98 65 65 50 55 55 70 50 60 40
D99 95 80 80 50 60 40 50 20 50
D100 85 80 80 85 85 65 70 10 20

豚no
採取
直後

0日目 3日目 5日目 7日目

区分 ｎ
妊娠期間

(日)

産子

数

死産

数

生時体

重kg

離乳

頭数

離乳

日齢

離乳時

体重kg

対照区 1 119 10 0 1.88 10 20 7.05
Caf区 2 117 9.5 0.5 1.81 9 17.5 7.99
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まとめ 

試験結果等をとりまとめ、「豚人工授精技術マニュア

ル」全 28ページを作成した(下記)。当センターでは毎

年度豚人工授精技術研修会を開催しており、その受講

生に配布し本県での人工授精の普及推進を図る。 
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